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(57)【要約】
【課題】ＷＤＲ合成時のアーティファクトが抑制され、
かつ、ノイズも抑制されたＷＤＲ合成画像を得ることが
可能な技術を提供する。
【解決手段】動き検出結果と使用画像選択結果とに基づ
いて、動き領域と短露光画像使用領域とが重複している
か否かを判定する判定部５０と、動き領域と短露光画像
使用領域とが重複していると判定された場合、動き領域
に対しては短露光画像を使用し、非動き領域に対しては
使用画像選択結果に従って短露光画像と長露光画像を使
用して合成画像を生成するＷＤＲ合成部６０と、を備え
る、画像処理装置１Ａが提供される。画像処理装置１Ｂ
は、動き領域に対応する短露光画像領域のみに対してノ
イズ低減処理を行うＮＲ処理部７０をさらに備える。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動き検出結果と使用画像選択結果とに基づいて、動き領域と短露光画像使用領域とが重
複しているか否かを判定する判定部と、
　前記動き領域と前記短露光画像使用領域とが重複していると判定された場合、前記動き
領域に対しては短露光画像を使用し、非動き領域に対しては前記使用画像選択結果に従っ
て短露光画像及び／または長露光画像を使用して合成画像を生成する合成部と、
　を備える、画像処理装置。
【請求項２】
　前記判定部は、前記動き領域と前記短露光画像使用領域との重複画素数を計測し、前記
重複画素数が閾値を超えているか否かを判定することにより前記動き領域と前記短露光画
像使用領域とが重複しているか否かを判定する、
　請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記合成部は、前記動き領域と前記短露光画像使用領域とが重複していないと判定され
た場合、前記使用画像選択結果に従って短露光画像及び／または長露光画像を使用する、
　請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記画像処理装置は、
　前記動き領域に対応する短露光画像領域のみに対してノイズ低減処理を行うノイズ低減
処理部をさらに備える、
　請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　動き検出結果と使用画像選択結果とに基づいて、動き領域と短露光画像使用領域とが重
複しているか否かを判定するステップと、
　前記動き領域と前記短露光画像使用領域とが重複していると判定された場合、前記動き
領域に対しては短露光画像を使用し、非動き領域に対しては前記使用画像選択結果に従っ
て短露光画像及び／または長露光画像を使用して合成画像を生成するステップと、
　を含む、画像処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理装置および画像処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、短時間露光の画像（以下、単に「短露光画像」とも言う。）と長時間露光の画像
（以下、単に「長露光画像」とも言う。）を連続して撮影して合成することで、センサが
撮影可能なダイナミックレンジを超えたダイナミックレンジを捉えた画像を得るＷＤＲ（
ワイドダイナミックレンジ）もしくはＨＤＲ（ハイダイナミックレンジ）という撮影機能
が増えてきている。かかる撮影機能は、逆光の構図など明暗比が非常に大きいシーンでは
特に大きな効果がある。
【０００３】
　しかし、短露光画像と長露光画像とを合成するという仕組みから、被写体に動きがある
と合成時にずれが生じ、輪郭が二重になるといったアーティファクトが発生するという問
題がある。このようなアーティファクトを低減するための技術として様々な技術が開示さ
れている。
【０００４】
　例えば、画素毎に動きの有無を検出して、動きがある画素については短露光画像を使用
し、動きがない画素については短露光画像または長露光画像を使用してＷＤＲ合成を行う
技術が開示されている（例えば、特許文献１参照）。かかる技術によれば、動きのある物
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体（以下、「動物体」ともいう。）が合成されることによって生じるぶれを低減した合成
画像を生成することが可能となる。
【０００５】
　また、例えば、動きベクトルに基づいて時間的に隣接する２枚の長露光画像の中間に位
置する補間フレームを生成し、この補間フレームと短露光画像とを使用してＷＤＲ合成を
行う技術が開示されている（例えば、特許文献２参照）。かかる技術によれば、短露光画
像と時間的に揃った補間フレームが合成されるため、動物体が合成されることによって生
じるぶれを低減した合成画像を生成することが可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１２－２３１２７３号公報
【特許文献２】特開２０１２－２５３６７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１に記載された技術によれば、動き領域に対して短露光画像に
大きなゲインをかけて明るくしてから合成画像に使用するため、動きオブジェクトがノイ
ジーとなり得る。さらに、特許文献１に記載された技術によれば、動き領域に対しては必
ず短露光画像が使用されることから、動きオブジェクトが常にノイジーとなり得る。
【０００８】
　また、特許文献２に記載された技術によれば、ＷＤＲ合成時に生じるアーティファクト
は低減され得るが、補間フレーム生成時の補間ミスによって新たなアーティファクトが生
じてしまう可能性がある。さらに、正確な動きベクトルを検出するためには大きな回路規
模が必要となってしまう。
【０００９】
　そこで、本発明は、ＷＤＲ合成時のアーティファクトが抑制され、かつ、ノイズも抑制
されたＷＤＲ合成画像を得ることが可能な技術を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明のある実施形態によれば、動き検出結果と使用画像選択結果とに基づいて、動き
領域と短露光画像使用領域とが重複しているか否かを判定する判定部と、前記動き領域と
前記短露光画像使用領域とが重複していると判定された場合、前記動き領域に対しては短
露光画像を使用し、非動き領域に対しては前記使用画像選択結果に従って短露光画像及び
／または長露光画像を使用して合成画像を生成する合成部と、を備える画像処理装置が提
供される。
【００１１】
　かかる構成によれば、動き領域と短露光画像使用領域とが重複しているという条件を満
たした場合に、動き領域については短露光画像を使用し、非動き領域については短露光画
像及び／または長露光画像を使用したＷＤＲ合成が行われる。したがって、かかる構成に
よれば、ＷＤＲ合成時のアーティファクトが抑制され、かつ、動き領域に対して無条件に
短露光画像が使用される場合と比較してノイズが抑制されたＷＤＲ合成画像を得ることが
可能である。
【００１２】
　前記判定部は、前記動き領域と前記短露光画像使用領域との重複画素数を計測し、前記
重複画素数が閾値を超えているか否かを判定することにより前記動き領域と前記短露光画
像使用領域とが重複しているか否かを判定してもよい。例えば、閾値は、動き検出の精度
に応じて設定されてよい。
【００１３】
　また、例えば、前記合成部は、前記動き領域と前記短露光画像使用領域とが重複してい
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ないと判定された場合、前記使用画像選択結果に従って短露光画像及び／または長露光画
像を使用してもよい。
【００１４】
　また、前記画像処理装置は、前記動き領域に対応する短露光画像領域のみに対してノイ
ズ低減処理を行うノイズ低減処理部をさらに備えてもよい。かかる構成によれば、動き領
域に対応する短露光画像領域のノイズが抑制され、一層ノイズの少ないＷＤＲ合成画像を
得ることが可能である。
【００１５】
　また、本発明の別の実施形態によれば、動き検出結果と使用画像選択結果とに基づいて
、動き領域と短露光画像使用領域とが重複しているか否かを判定するステップと、前記動
き領域と前記短露光画像使用領域とが重複していると判定された場合、前記動き領域に対
しては短露光画像を使用し、非動き領域に対しては前記使用画像選択結果に従って短露光
画像及び／または長露光画像を使用して合成画像を生成するステップと、を含む画像処理
方法が提供される。
【００１６】
　かかる方法によれば、動き領域と短露光画像使用領域とが重複しているという条件を満
たした場合に、動き領域については短露光画像を使用し、非動き領域については短露光画
像及び／または長露光画像を使用したＷＤＲ合成が行われる。したがって、かかる方法に
よれば、ＷＤＲ合成時のアーティファクトが抑制され、かつ、動き領域に対して無条件に
短露光画像が使用される場合と比較してノイズが抑制されたＷＤＲ合成画像を得ることが
可能である。
【発明の効果】
【００１７】
　以上説明したように、本発明によれば、ＷＤＲ合成時のアーティファクトが抑制され、
かつ、ノイズも抑制されたＷＤＲ合成画像を得ることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】一般的な画像処理装置の機能構成例を示す図である。
【図２】一般的なＷＤＲ合成技術における各種情報の例を示す図である。
【図３】周知のＷＤＲ合成技術における各種情報の例を示す図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る画像処理装置の機能構成例を示す図である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係る判定部の詳細構成例を示す図である。
【図６】本発明の第１の実施形態に係る判定部の動作の流れの例を示すフローチャートで
ある。
【図７】本発明の第１の実施形態に係るＷＤＲ合成部の動作の流れの例を示すフローチャ
ートである。
【図８】本発明の第２の実施形態に係る画像処理装置の機能構成を示す図である。
【図９】本発明の第２の実施形態に係る画像処理装置によって生成される合成画像につい
て説明するための図である。
【図１０】本発明の実施形態に係る画像処理装置の効果を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書および図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素について
は、同一の符号を付すことにより重複説明を省略する。
【００２０】
　また、本明細書および図面において、実質的に同一の機能構成を有する複数の構成要素
を、同一の符号の後に異なるアルファベットを付して区別する場合もある。ただし、実質
的に同一の機能構成を有する複数の構成要素の各々を特に区別する必要がない場合、同一
符号のみを付する。
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【００２１】
　（一般的なＷＤＲ合成技術）
　まず、一般的なＷＤＲ合成技術を実現するための画像処理装置９の機能構成例を図１に
示す。画像処理装置９は、センサ１０の露光設定を変えて２枚の画像を連続撮影するが、
ここでは短露光撮影を先に行い、その次に長露光撮影を行うものとする。短露光撮影され
た短露光画像は短露光画像メモリ２１に書き込まれる。画像処理装置９は、短露光撮影が
終了したら露光設定を変え、長露光撮影を行う。長露光撮影された長露光画像は長露光画
像メモリ２２に書き込まれる。
【００２２】
　なお、図１に示した例では、画像処理装置９は、長露光画像および短露光画像を出力す
るための共通の系統を１つ有し、センサ１０が長露光画像と短露光画像とを時分割で出力
することとしたが、長露光画像と短露光画像とが同時に出力されてもよい。かかる場合、
画像処理装置９は、センサ１０から長露光画像を出力するための系統と短露光画像を出力
するための系統との２つの系統を有すればよい。
【００２３】
　使用画像選択部３０は、短露光画像メモリ２１から読み出した短露光画像と長露光画像
メモリ２２から読み出した長露光画像とを参照し、長露光画像および短露光画像それぞれ
の飽和状態や動きなどを検出して、短露光画像と長露光画像とのいずれかを使用画像とし
て選択するための使用画像選択結果を生成する。ＷＤＲ合成部６０は、使用画像選択部３
０からの使用画像選択結果を受け、当該使用画像選択結果に基づいて短露光画像と長露光
画像とを合成することによりＷＤＲ画像を生成する。
【００２４】
　階調圧縮部８０は、ダイナミックレンジの広い画像信号のビットレンジを所定のビット
レンジに収めるための圧縮処理と人間の目で見た情景に近づけるような階調補正とを、Ｗ
ＤＲ合成部６０により生成されたＷＤＲ画像に対して行う。当該圧縮処理と当該階調補正
とは、同時に行われてもよいし、異なるタイミングにおいて行われてもよい。
【００２５】
　図２は、一般的なＷＤＲ合成技術における、短露光画像、長露光画像、使用画像選択結
果および合成画像それぞれの例を示す図である。図２に示した短露光画像および長露光画
像それぞれは、日中の明るい屋外が見える窓を背景にして屋内を撮影して得られた画像で
ある。手前に映っている人物は左に向かって移動している。
【００２６】
　例えば、使用画像選択部３０によって生成される使用画像選択結果が長露光画像および
短露光画像のいずれを使用するかを示す２値データの集合である場合、図２に示した使用
画像選択結果のように、長露光画像を使用する領域を黒い領域、短露光画像を使用する領
域を白い領域として表すことができる。
【００２７】
　続いて、ＷＤＲ合成部６０は、このようにして生成された使用画像選択結果に基づいて
、短露光画像および長露光画像を合成する。このようにして合成を行った場合には、図２
に示した合成画像のように、明るい窓と動いた人物との境界で合成時に位置ずれが起こり
、輪郭が二重になる顕著なアーティファクトを生じるという問題が起こり得る。かかるア
ーティファクトを低減するための技術として様々な技術が開示されている。
【００２８】
　例えば、画素毎に動きの有無を検出して、動きがある画素については短露光画像を使用
し、動きがない画素については短露光画像または長露光画像を使用してＷＤＲ合成を行う
周知技術が開示されている（例えば、特許文献１参照）。図３は、周知のＷＤＲ合成技術
における、動き検出結果、使用画像選択結果および合成画像Ａ１１、Ａ１２それぞれの例
を示す図である。図３に示した「動き検出結果」を参照すると、動きオブジェクトをカバ
ーするように動き領域が検出されている。
【００２９】
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　また、図３に示した「動き検出結果」を参照して動き領域に対して使用画像として短露
光画像を選択するようにすれば、図３に示した「使用画像選択結果」が得られる。図３に
示した「使用画像選択結果」に基づいて短露光画像と長露光画像とを合成すると、図３に
示した「合成画像Ａ１１」のような二重像のない合成画像が得られる。
【００３０】
　しかし、特許文献１に記載された技術によれば、動き領域に対して短露光画像に大きな
ゲインをかけて明るくしてから合成画像に使用するため、動きオブジェクトがノイジーと
なり得る。さらに、特許文献１に記載された技術によれば、動き領域に対しては必ず短露
光画像が使用されることから、動きオブジェクトが常にノイジーとなり得る。例えば、図
３に示した「合成画像Ａ１２」にように、明るい窓から離れた場所に動きオブジェクトが
存在する場合であっても、この動きオブジェクトに対して短露光画像が使用されてしまう
ため、ノイジーな領域がむやみに増加してしまう可能性がある。
【００３１】
　また、例えば、動きベクトルに基づいて時間的に隣接する２枚の長露光画像の中間に位
置する補間フレームを生成し、この補間フレームと短露光画像とを使用してＷＤＲ合成を
行う技術が開示されている（例えば、特許文献２参照）。かかる技術によれば、短露光画
像と時間的に揃った補間フレームが合成されるため、動物体が合成されることによって生
じるぶれを低減した合成画像を生成することが可能となる。
【００３２】
　しかし、特許文献２に記載された技術によれば、ＷＤＲ合成時に生じるアーティファク
トは低減され得るが、補間フレーム生成時の補間ミスによって新たなアーティファクトが
生じてしまう可能性がある。例えば、動きオブジェクトの境界領域や、テクスチャがない
領域、市松模様などの規則的な図形が繰り返される領域などにおいては、動き検出や動き
補正が正確に行われないために輪郭が破綻したり不自然なアーティファクトを発生させた
りする。さらに、正確な動きベクトルを検出するためには大きな回路規模が必要となって
しまう。
【００３３】
　そこで、本明細書においては、ＷＤＲ合成時のアーティファクトが抑制され、かつ、ノ
イズも抑制されたＷＤＲ合成画像を得ることが可能な技術を提案する。
【００３４】
　（第１の実施形態）
　続いて、本発明の第１の実施形態について説明する。まず、本発明の第１の実施形態に
係る画像処理装置１Ａの機能構成について説明する。図４は、本発明の第１の実施形態に
係る画像処理装置１Ａの機能構成を示す図である。図４に示すように、画像処理装置１Ａ
は、センサ１０、短露光画像メモリ２１、長露光画像メモリ２２、使用画像選択部３０、
動き検出部４０、判定部５０、ＷＤＲ合成部６０および階調圧縮部８０を備える。以下、
画像処理装置１Ａが備える各機能ブロックの機能について順次詳細に説明する。
【００３５】
　画像処理装置１Ａは、センサ１０の露光設定を変えて２枚の画像を連続撮影するが、こ
こでは短露光撮影を先に行い、その次に長露光撮影を行うものとする。短露光撮影された
短露光画像は短露光画像メモリ２１に書き込まれる。画像処理装置１Ａは、短露光撮影が
終了したら露光設定を変え、長露光撮影を行う。長露光撮影された長露光画像は長露光画
像メモリ２２に書き込まれる。
【００３６】
　なお、図４に示した例では、画像処理装置１Ａは、長露光画像および短露光画像を出力
するための共通の系統を１つ有し、センサ１０が長露光画像と短露光画像とを時分割で出
力することとしたが、長露光画像と短露光画像とが同時に出力されてもよい。かかる場合
、画像処理装置１Ａは、センサ１０から長露光画像を出力するための系統と短露光画像を
出力するための系統との２つの系統を有すればよい。それぞれのシャッタータイムは、例
えば、撮影対象のダイナミックレンジやセンサ仕様などによって決まる。
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【００３７】
　ここで、本発明の実施形態においては、短露光画像および長露光画像という用語を使用
するが、これらの用語は、撮影された２つの画像それぞれの絶対的な露光時間を限定する
ものではない。したがって、露光時間の異なる２つの画像が撮影された場合に、当該２つ
の画像のうち、相対的に露光時間が短い画像が短露光画像に相当し、相対的に露光時間が
長い画像が長露光画像に相当する。
【００３８】
　センサ１０は、外部からの光を撮像素子の受光平面に結像させ、結像された光を電荷量
に光電変換し、当該電荷量を電気信号に変換するイメージセンサにより構成される。イメ
ージセンサの種類は特に限定されず、例えば、ＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　
Ｄｅｖｉｃｅ）であってもよいし、ＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ
　Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）であってもよい。
【００３９】
　使用画像選択部３０は、短露光画像メモリ２１から読み出した短露光画像と長露光画像
メモリ２２から読み出した長露光画像とを参照し、長露光画像および短露光画像それぞれ
の飽和状態や動きなどを検出して、短露光画像と長露光画像とのいずれかを使用画像とし
て選択するための使用画像選択結果を生成する。短露光画像と長露光画像とのいずれかを
選択するアルゴリズムとしては様々なアルゴリズムが想定される。
【００４０】
　例えば、長露光画像において飽和してしまった領域は短露光画像においては飽和してい
ない可能性が高いため、当該領域の使用画像としては短露光画像を選択すればよい。しか
し、この処理だけでは、大きな動きがある領域では輪郭が二重になるなどといったアーテ
ィファクトが発生し得る。そのため、動きを検出して輪郭が二重になる現象を低減する処
理を行ってもよい。かかる処理を含む、短露光画像と長露光画像とのいずれかを選択する
アルゴリズムは特に限定されない。
【００４１】
　なお、上記したように使用画像選択結果は短露光画像および長露光画像のいずれを選択
するかを示す２値データの集合であってもよいが、長露光画像および短露光画像それぞれ
をどの程度の比率で混合するかを示す混合比率の集合であってもよい。例えば、使用画像
選択部３０は、長露光画像の飽和度合いが強いほど、短露光画像の混合比率を大きくして
もよい。また、使用画像選択部３０は、短露光画像または長露光画像の動きが大きいほど
、短露光画像の混合比率を大きくしてもよい。短露光画像と長露光画像との混合比率を算
出するアルゴリズムも特に限定されない。
【００４２】
　以下では、使用画像選択部３０が長露光画像と短露光画像とにおいて対応する画素毎の
混合比率を示す使用画像選択結果を生成し、当該使用画像選択結果を判定部５０およびＷ
ＤＲ合成部６０に出力する場合を例として説明する。
【００４３】
　動き検出部４０は、動きを検出する。動きの検出手法は特に限定されないが、例えば、
長露光画像と短露光画像との差分から動きを検出する手法であってもよいし、複数枚の長
露光画像の差分から動きを検出する手法であってもよいし、複数枚の短露光画像の差分か
ら動きを検出する手法であってもよいし、他の手法であってもよい。長露光画像と短露光
画像との差分から動きを検出する手法を採用する場合には、そのままでは長露光画像と短
露光画像との間で明るさが異なるため、動き検出部４０は、短露光画像に対して露光量に
応じたゲインを乗じた上で差分を算出するのがよい。
【００４４】
　さらに、動き検出部４０は、検出した動きに基づいて動き領域と非動き領域とを検出し
て動き検出情報を得る。例えば、動き領域は、動きが閾値よりも大きい領域であり、非動
き領域は、動きが閾値よりも小さい領域である。動きが閾値と同一の領域はいずれの領域
として検出されてもよい。
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【００４５】
　判定部５０は、動き検出部４０からの動き検出結果と使用画像選択部３０からの使用画
像選択結果とに基づいて、動き検出部４０によって検出された動き領域と使用画像選択結
果における短露光画像使用領域とが重複しているか否かを判定する。例えば、判定部５０
は、動き領域と短露光画像使用領域との重複画素数を計測し、重複画素数が閾値を超えて
いるか否かを判定することにより動き領域と短露光画像使用領域とが重複しているか否か
を判定すればよい。かかる場合、閾値は、動き検出の精度に応じて設定されてよい。
【００４６】
　ここで、判定部５０が有する機能について、図５および図６を参照しながらさらに詳細
に説明する。図５は、本発明の第１の実施形態に係る判定部５０の詳細構成例を示す図で
ある。図５に示すように、判定部５０は、比較判定部５１とカウンタ５２と重複判定部５
３とを有している。また、図６は、本発明の第１の実施形態に係る判定部５０の動作の流
れの例を示すフローチャートである。
【００４７】
　まず、図６に示すように、比較判定部５１は、対象の画素が、動き領域内の画素であり
、かつ、短露光使用領域内の画素であるか否かを判定する（ステップＳ１１）。比較判定
部５１は、対象の画素が、動き領域内の画素であり、かつ、短露光使用領域内の画素であ
ると判定した場合には、カウンタ５２を加算する（ステップＳ１２）。一方、比較判定部
５１は、対象の画素が、非動き領域内の画素であるか、または、短露光使用領域内ではな
い画素である場合には、カウンタ５２を加算しない。
【００４８】
　比較判定部５１は、全画素についての判定が終了していない場合には（ステップＳ１３
で「Ｎｏ」）、ステップＳ１１に戻る。一方、全画素についての判定が終了した場合には
（ステップＳ１３で「Ｙｅｓ」）、動き領域と短露光画像使用領域との重複画素数の計測
が終了するため、重複判定部５３は、重複画素数が閾値を超えているか否かを判定する（
ステップＳ１４）。
【００４９】
　重複判定部５３は、重複画素数が閾値を超えている場合には（ステップＳ１４で「Ｙｅ
ｓ」）、動き領域と短露光画像使用領域とが重複していると判定する（ステップＳ１５）
。一方、重複判定部５３は、重複画素数が閾値を超えていない場合には（ステップＳ１４
で「Ｎｏ」）、動き領域と短露光画像使用領域とが重複していないと判定する（ステップ
Ｓ１６）。
【００５０】
　ＷＤＲ合成部６０は、動き検出部４０からの動き検出結果と使用画像選択部３０からの
使用画像選択結果と判定部５０からの判定結果とを受け、当該動き検出結果と当該使用画
像選択結果と当該判定結果とに基づいて短露光画像と長露光画像とを合成することにより
ＷＤＲ画像を生成する。具体的には、ＷＤＲ合成部６０は、判定部５０によって動き領域
と短露光画像使用領域とが重複していると判定された場合、動き領域に対しては短露光画
像を使用し、非動き領域に対しては使用画像選択結果に従って短露光画像と長露光画像を
使用して合成画像を生成する。
【００５１】
　かかる構成によれば、動き領域と短露光画像使用領域とが重複しているという条件を満
たした場合に、動き領域については短露光画像を使用し、非動き領域については短露光画
像と長露光画像を使用したＷＤＲ合成が行われる。したがって、かかる構成によれば、Ｗ
ＤＲ合成時のアーティファクトが抑制され、かつ、動き領域に対して無条件に短露光画像
が使用される場合と比較してノイズが抑制されたＷＤＲ合成画像を得ることが可能である
。
【００５２】
　なお、ＷＤＲ合成部６０は、判定部５０によって動き領域と短露光画像使用領域とが重
複していないと判定された場合には、どのようにして合成を行ってもよいが、例えば、使
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用画像選択結果に従って短露光画像と長露光画像を使用すればよい。
【００５３】
　ＷＤＲ合成部６０による合成手法は特に限定されない。例えば、長露光画像を選択する
旨を示す値が「０」であり、短露光画像を選択する旨を示す値が「１」である場合を想定
する。かかる場合には、ＷＤＲ合成部６０は、使用画像選択結果を構成する混合比率をα
とし、長露光画像と短露光画像とにおいて対応する画素について、α×（短露光画像の画
素値）＋（１－α）×（長露光画像の画素値）を算出し、算出結果を合成後の画像（ＷＤ
Ｒ画像）とすることができる。
【００５４】
　ＷＤＲ合成部６０が有する機能について、図７を参照しながらさらに詳細に説明する。
図７は、本発明の第１の実施形態に係るＷＤＲ合成部６０の動作の流れの例を示すフロー
チャートである。まず、図７に示すように、ＷＤＲ合成部６０は、判定部５０によって動
き領域と短露光画像使用領域とが重複していないと判定された場合（ステップＳ２１で「
Ｎｏ」）、対象の画素について使用画像選択結果に従って短露光画像と長露光画像を使用
して（ステップＳ２２）、ＷＤＲ合成を行う（ステップＳ２５）。
【００５５】
　一方、ＷＤＲ合成部６０は、判定部５０によって動き領域と短露光画像使用領域とが重
複していると判定された場合（ステップＳ２１で「Ｙｅｓ」）、対象の画素が動き領域内
の画素であるか否かを判定する。ＷＤＲ合成部６０は、対象の画素が動き領域内の画素で
あると判定した場合には（ステップＳ２３で「Ｙｅｓ」）、対象の画素について短露光画
像を使用して（ステップＳ２４）、ＷＤＲ合成を行う（ステップＳ２５）。一方、ＷＤＲ
合成部６０は、対象の画素が動き領域内の画素ではないと判定した場合には（ステップＳ
２３で「Ｎｏ」）、使用画像選択結果に従って短露光画像と長露光画像を使用して（ステ
ップＳ２２）、ＷＤＲ合成を行う（ステップＳ２５）。
【００５６】
　ＷＤＲ合成部６０は、全画素についての合成が終了していない場合には（ステップＳ２
６で「Ｎｏ」）、ステップＳ２１に戻る。一方、ＷＤＲ合成部６０は、全画素についての
合成が終了した場合には（ステップＳ２６で「Ｙｅｓ」）、短露光画像と長露光画像との
ＷＤＲ合成を終了する。
【００５７】
　階調圧縮部８０は、ダイナミックレンジの広い画像信号のビットレンジを所定のビット
レンジに収めるための圧縮処理を、ＷＤＲ合成部６０により生成されたＷＤＲ画像に対し
て行う。階調圧縮部８０の後段は、例えば、ベイヤーデータからＲＧＢプレーンを生成す
るデモザイク部、輪郭強調部、カラーマネージメントなどを含む画像処理エンジンに接続
される。そのため、階調圧縮部８０からの出力信号のデータ量は、例えば、画像処理エン
ジンへの入力データのサイズに適合するように（例えば、１２ｂｉｔ程度に）調整される
のが好ましい。単純にデータサイズを低下させるだけでは暗い画像に変換されてしまうた
め、人間の視覚特性に近づくように高輝度側が強く圧縮されるとよい。
【００５８】
　（第２の実施形態）
　続いて、本発明の第２の実施形態について説明する。まず、本発明の第２の実施形態に
係る画像処理装置１Ｂの機能構成について説明する。図８は、本発明の第２の実施形態に
係る画像処理装置１Ｂの機能構成を示す図である。図８に示すように、本発明の第２の実
施形態に係る画像処理装置１Ｂは、本発明の第１の実施形態に係る画像処理装置１Ａと比
較して、ＮＲ（Ｎｏｉｓｅ　Ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ）処理部７０をさらに備える。以下、Ｎ
Ｒ処理部７０について主に詳細に説明する。
【００５９】
　ＮＲ処理部７０は、動き領域に対応する短露光画像領域のみに対してノイズ低減処理を
行う。ノイズ低減処理は特に限定されないが、エッジ情報を保存できる２次元の畳みこみ
演算フィルタなどが好ましい。一方、ＮＲ処理部７０は、非動き領域に対応する短露光画
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像領域に対してはノイズ低減処理を行わない。このようなノイズ低減を行う目的について
説明する。
【００６０】
　短露光画像の中で適正に露光されている明るい領域はノイズが目立たないため、この領
域に対しては、ぼけが発生するおそれがあるノイズ低減処理を行わないのがよい。また、
短露光画像の中で暗く撮影されている領域の使用画像としては、通常は長露光画像が選択
されるため、ＷＤＲ合成には使われない可能性が高い。一方、短露光画像の中の動き領域
は、大きなゲインをかけてＷＤＲ合成に使われ、ノイズが目立つ可能性があるため、この
領域のみに対してノイズ低減処理を行うのがよい。
【００６１】
　図３の「動き検出結果」を参照して一例を説明すれば、動き領域に対してのみノイズ低
減処理を行い、非動き領域である窓領域などに対してはノイズ低減処理を行わないのがよ
い。このようなノイズ低減を行なえば、動きと関係のない領域でノイズ低減処理の副作用
であるぼけが目立つことはない。また、短露光画像中の動き領域に対してのみノイズ低減
処理が行われることによって、不必要なぼけの発生を防いで、ノイズが目立つおそれがあ
る領域に対してのみノイズ低減処理を行うことができる。
【００６２】
　図９は、本発明の第２の実施形態に係る画像処理装置１Ｂによって生成される合成画像
について説明するための図である。合成画像Ａ２１は、短露光画像使用領域（この例では
、窓が存在する領域）を動きオブジェクト（この例では、人物が存在する領域）が横切る
シーンでの合成結果の例である。合成画像Ａ２１を参照すると、動きオブジェクトに対し
てノイズ低減処理が行われるため、ノイズが低減された動きオブジェクトが得られる。そ
れでいて、動きオブジェクト以外の領域においてはノイズ低減処理の副作用であるぼけは
発生していない。
【００６３】
　また、合成画像Ａ２２は、短露光画像使用領域（この例では、壁が存在する領域）の外
部でオブジェクトが動いているシーンでの合成結果の例である。図３の合成画像Ａ１２を
参照すると、周知技術においては動きオブジェクトの使用画像として短露光画像が選択さ
れるために、動きオブジェクトに対応する領域の合成結果がノイジーになってしまう。一
方、合成画像Ａ２２を参照すると、本発明の第２の実施形態によれば、動きオブジェクト
に対応する領域では長露光画像が使用され、ノイズが目立たない高品質な合成画像が得ら
れている。
【００６４】
　図１０は、本発明の実施形態に係る画像処理装置１の効果を説明するための図である。
図１０の「ＮＲなしの合成画像」は、周知技術による合成結果を示している。すなわち、
「ＮＲなしの合成画像」は、動きオブジェクト（この例では、人物の顔）に対応する領域
の使用画像として短露光画像が選択された場合における合成結果を示している。「ＮＲな
しの合成画像」を参照すると、露光不足の短露光画像使用領域を強く持ち上げる処理が施
されているため、動きオブジェクトに対応する領域のノイズが目立ってしまっている。
【００６５】
　図１０の「ＮＲありの合成画像」は、本発明の第２の実施形態による合成結果を示して
いる。すなわち、「ＮＲありの合成画像」は、動きオブジェクト（この例では、人物の顔
）に対応する領域の使用画像として短露光画像が選択され、かつ、この領域に対してノイ
ズ低減処理が施されている場合における合成結果を示している。「ＮＲありの合成画像」
を参照すると、露光不足の短露光画像使用領域に対してノイズ低減処理が施されているた
め、動きオブジェクトに対応する領域のノイズが目立たなくなっている。
【００６６】
　以上、本発明の第１の実施形態および第２の実施形態について説明した。本発明の第１
実施形態によれば、動き検出結果と使用画像選択結果とに基づいて、動き領域と短露光画
像使用領域とが重複しているか否かを判定する判定部５０と、動き領域と短露光画像使用
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領域とが重複していると判定された場合、動き領域に対しては短露光画像を使用し、非動
き領域に対しては使用画像選択結果に従って短露光画像と長露光画像を使用して合成画像
を生成するＷＤＲ合成部６０と、を備える、画像処理装置１Ａが提供される。
【００６７】
　かかる構成によれば、動き領域と短露光画像使用領域とが重複しているという条件を満
たした場合に、動き領域については短露光画像を使用し、非動き領域については短露光画
像と長露光画像を使用したＷＤＲ合成が行われる。したがって、かかる構成によれば、Ｗ
ＤＲ合成時のアーティファクトが抑制され、かつ、動き領域に対して無条件に短露光画像
が使用される場合と比較してノイズが抑制されたＷＤＲ合成画像を得ることが可能である
。
【００６８】
　また、本発明の第２実施形態によれば、動き領域に対応する短露光画像領域のみに対し
てノイズ低減処理を行うＮＲ処理部７０をさらに備える、画像処理装置１Ｂが提供される
。かかる構成によれば、動き領域に対応する短露光画像領域のノイズがさらに抑制された
ＷＤＲ合成画像を得ることが可能である。
【００６９】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明はかかる例に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する
者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の技術的
範囲に属するものと了解される。
【符号の説明】
【００７０】
　１（１Ａ、１Ｂ）　画像処理装置
　１０　　センサ
　２１　　短露光画像メモリ
　２２　　長露光画像メモリ
　３０　　使用画像選択部
　４０　　動き検出部
　５０　　判定部
　５１　　比較判定部
　５２　　カウンタ
　５３　　重複判定部
　６０　　ＷＤＲ合成部（合成部）
　８０　　階調圧縮部
　７０　　ＮＲ処理部（ノイズ低減処理部）
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